
術前術中の情報を集約した複合現実手術支援ソフトウェアの開発

採択年度：2022年度

プロジェクトの概要

ビジネスモデル（申請時）

課題名

• 早期の主たる顧客は外科医（脳神経外科医6000人、外科医6万人）。
• 1ライセンスにつき5万円/年でのサブスクリプション形式。
• 開発アプリは、①手術ナビゲーション、②様々な医療データが融合され効率的に表示、③症例データ
を保存、の3つの機能を有する。

• 現実空間を歪める複合現実技術を使用した手術支援システム機能を
有するタブレットアプリケーションを開発する。

• 開発アプリによって、これまで限られた大病院でしか購入できなかっ
た手術ナビゲーションシステムがどの病院でも使えるようになる。

• 医師1人1台医療機器を有することになる画期的なコンセプトである。

（2022年8月時点）

研究代表者：東京大学医学系研究科医用情報工学 特任准教授 金太一

活動計画（申請時）

• 試作品を完成させ、精度と有用性の検証を行う。
• 試作品の簡易版をリリースし、潜在顧客獲得と市場からのフィードバック
を得る。

• 開発によって生じる新たな技術について、知財マップを作成する。
• ビジネスモデルの課題を抽出し、修正する。
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スタートアップ・エコシステム形成支援


